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概要 

 
この How to ガイドでは、「ADOBE SIGN BOT-トークンの生成と更新」をご紹介します。繰り返しの多

い手作業に貴重な時間とリソースを費やす代わりに AutoMate に任せて、RPA による自動化で ITとビ

ジネスプロセスを合理化しましょう。AutoMate の支援により、ボットが手作業を代行することで反

復作業を大幅に減らし、作業の品質と一貫性を向上させることができます。自動化されている主な

プロセスは、レポート作成、ファイル移動、データのインポートとエクスポート、バッチ処理のス

ケジューリングです。 

「ADOBE SIGN BOT-トークンの生成と更新」は Adobe Sign OAuth Authorization Code Workflow をベー

スにしています。Adobe Sign が提供する URL に対して、OAuth2アクセストークンリクエスト

「/oauth/token」を実行します。 初回のトークン生成には、「authorization_code」（認可コードワ

ークフロー）タイプの 「grant_type 」パラメーターを使用します。ボットの最初の実行でトークン

が生成されると、次の実行でトークンをリフレッシュするために、「 grant_type」  に 

「refresh_token」を指定します。トークンの有効期限は、デフォルトで1時間です。トークンを日常

的に使用し、Adobe Sign Bot を動作させるためには、このボットの動作を分析し、ニーズに合わせて

実行を設定することをお勧めします。  

なお、Adobe Sign の API 連携は、「Enterprise 版」のみ対応しています。 

詳細については、「必要条件」と「ADOBE SIGN BOT-トークンの生成と更新の実行方法」のセクショ

ンをよくお読みください。 

  



 
 

 

必要条件 

 
• AutoMate: Adobe Sign ボットは動作に AutoMate を必要とします。最低限サポートされている

バージョンが以下の通りです: 

o AutoMate Ultimate 11.2 

o AutoMate Plus 11.2 

o AutoMate Desktop 11.2 

• AutoMate Markup Language file (.AML): Adobe Sign ボットタスクのステップを含む AutoMate で使

用される主要なファイル形式 

• Adobe Sign Graph: 最低限必要なものは以下の通りです。 

o アプリケーション一覧ページで Adobe Sign のアプリケーションを作成する:  他の Adobe 

Sign ボットとの接続に使用されるトークンの適切なスコープとリクエストを設定できる

ようにするには、Adobe Sign プラットフォーム内にアプリケーションを作成する必要が

あります。Adobe Sign のアカウントにサインインし、[ACCOUNT]タブ > [Adobe Sign API] > 

[API Applications]セクションを選択すると、API アプリケーションを見つけることができ

ます。管理者権限が必要ですので、権限がない場合は、Adobe Sign の管理者にご確認く

ださい。アプリの作成方法の詳細については、こちらの Adobe Sign のリンクからご確認

ください。  

 

 

 

 

API Application の追加: 

 

https://secure.na1.adobesign.com/public/static/oauthDoc.jsp
https://secure.na1.adobesign.com/public/static/oauthDoc.jsp


 
 

 

名前、表示名を入力し、「ドメイン」を選

択します。 

 

o アプリケーションに OAuth を設定: アプリ

ケーションを作成すると、API アプリケー

ションのリストに表示されます。自分のア

プリケーションを選択し、「 Configure 

OAuth for Application」をクリックします。

設定フォームが表示されます。必要な情報を入力してください。この設定には、ボット

の設定で使用するクライアント ID とクライアントシークレットが含まれています（安全

に保管してください）。認証コード付与のワークフローの詳細については、こちらをご

覧ください。 

 

 

 

OAuth config: リダイレクト URL (https://localhost も利用可能)  を設定し、必要なスコ

ープを選択します。 

https://secure.na1.adobesign.com/public/static/oauthDoc.jsp
https://localhost/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

o 最初のボット実行のための認証コード: アプリケーションの作成と設定が完了すると、

ボットの初回実行に必要な認証コードを取得することができるようになります。 ブラウ

ザでパーソナライズされた URL（##CLIENT_ID##を自分のものに変更）を開くと、ブラウ

ザのアドレスバーに認証コードが表示されます。URL には、必要なスコープとリダイレ

クト URI を指定する必要があることに注意してください。この例では、user_login:self、

agreement_send:account、agreement_write:account がスコープとなります。必要に応じ

て、他のスコープを追加することもできます。ログイン情報を入力し、リクエスト許可

に同意すると、ブラウザのアドレスバー内に認証コードが表示されます。 

このコードは、ログイン時やアクセスリクエストの受付時に指定したユーザー名、およ

び Auth Code で生成されたトークンに関連付けされる点を留意してください。 



 
 

 

次に、リクエスト URL の例、Acceptance Window、コードの取得方法ついて説明します。  

リクエスト URL: 

https://secure.na2.echosign.com/public/oauth?redirect_uri=https://localhost&response_type

=code&client_id=##CLIENT_ID##&scope=user_login:self+agreement_send:account+agreement_

write:account 

重要:  Adobe SignのURL (https://secure.na2.echosign.com/ )はお客様のアカウントで Adobe Sign

にサインインする際に取得するものと同じです。ブラウザのアドレスバーからコピーするこ

とができます。 

 

 
 
 
Acceptance Window: 

 
 

 

 Authorization Code: 

  

https://secure.na2.echosign.com/public/oauth?redirect_uri=https://localhost&response_type=code&client_id=CBJCHBCAABAAU1HoEw1xXEUDBSx_zO-3Gn4aG_5dJ5CI&scope=user_login:self+agreement_send:account+agreement_write:account
https://secure.na2.echosign.com/public/oauth?redirect_uri=https://localhost&response_type=code&client_id=CBJCHBCAABAAU1HoEw1xXEUDBSx_zO-3Gn4aG_5dJ5CI&scope=user_login:self+agreement_send:account+agreement_write:account
https://secure.na2.echosign.com/public/oauth?redirect_uri=https://localhost&response_type=code&client_id=CBJCHBCAABAAU1HoEw1xXEUDBSx_zO-3Gn4aG_5dJ5CI&scope=user_login:self+agreement_send:account+agreement_write:account
https://secure.na2.echosign.com/


 
 

 

AUTOMATEタスクのインポート方法 

 
互換性のあるファイル形式は、ドラッグ&ドロップでレポジトリに取り込むことができます。 

サーバー管理コンソールから[レポジトリ]セクションに移動します。 

目的のファイルを元の場所からドラッグして、SMC 内のフォルダにドロップします。ファイルは、

フォルダーアイコンまたはメインパネルにドロップすることができます（下図参照）。インポート

されたオブジェクトは、自動的に対応するリポジトリの場所に配置されます。

 
  



 
 

 

「ADOBE SIGN BOT-トークンの生成と更新」の実行方法 

 
このタスクを初めて実行する場合、いくつかのパラメーターを設定する必要があります。 

サーバー管理コンソールを開き、インポートしたタスクを探します。 

インポートしたタスクを右クリックし、「編集」を選択して編集します。 

 

 

ステップ2からは、次の変数をご希望の出力に合わせて編集してください。 

• var_GetURL: お使いの環境の URL を設定します。Adobe Sign は複数のエンドポイントを使用

します。Adobe Sign にログインし、ブラウザのアドレスバーからメインアドレスのドメイン

をコピーすることで、URL エンドポイントを取得することができます。 

 例: https://secure.na2.echosign.com. 

• var_AuthCode: 認証コードを設定します。この値は、Adobe Sign がユーザーに同意を求める

際に提供されます。詳しくはユーザーガイドをご覧ください。この変数は、初回起動時にト

ークンとリフレッシュトークンが存在しない場合にのみ使用されます。  

• var_RedirectUri: リダイレクト先の URL。デフォルトでは、https://localhost に設定されていま

す。ボット操作自体にはこの値はあまり必要ありませんが、必要不可欠な変数です。 



 
 

 

• var_ClientId: この ID はアプリに固有のもので、OAuth を開始するために使用されます。

Adobe Sign では Application Integration Key と呼ばれます。 

• var_ClientSecret: 作成した Adobe Sign アプリ内で生成されたクライアントシークレットにな

ります。  

• var_TokenFileOutput: トークンおよびトークンリフレッシュ文字列が生成されたテキストフ

ァイルをボットに作成させるためのパスとファイル名になります。デフォルトは 以下の通

りです。 

C:\Automate\AdobeSignToken.txt 

以下は、生成されるテキストファイルの内容の一例です。 

 
 

重要: Authorization Code を変更した場合、最初のボット実行前にこのファイルを削除します。 

 
  



 
 

 

タスクを保存して閉じる。 

タスクを選択し、「実行」をクリック 

 

 

エージェントを選択し、再度「実行」をクリックします。 

 

  



 
 

 

付録 A– トラブルシューティング 

 
 
 

• ログ: 実行毎に、トラブルシューティングのためボットはログファイルを作成します。 ログ

ファイルはC:\Automate\Tasks\<<TASK NAME>>に保存されます。デフォルトでは、タスク名は

Adobe Sign Bot - Generate and Refresh Token です。 
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